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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあ

いの箱」というご意見箱を設置してお

りますので、当院に対するご意見・ご

要望等ございましたらご遠慮なくお

聞かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の
一
言 

〔
純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
野
菜
を
食
べ
な
い
と
い
け
な
い
理
由 

○
ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理 

専
門
外
来 

消化器内科 前田純  呼吸器外科 吉田千尋 
 

消化器外科 隈元謙介 馮東萍 泌尿器科 多田羅潔 
 
 

  小松暁 松川浩之 糖尿病外来 鈴木一永  
 
 

  坂本あすな 小児科 濱田嘉徳 辻正子 
 
 

 

 

 

◆
は
じ
め
に 

ほ
と
ん
ど
の
人
が
子
供
の
頃
、
両
親
か
ら

「
野
菜
を
食
べ
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
も
言
わ
れ
て
い
る
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
必
要

な
の
か
詳
し
く
分
か
り
ま
す
か
？  

●
野
菜
に
含
ま
れ
る
栄
養
素 

人
が
生
き
て
い
く
た
め 

に
必
要
な
栄
養
素
は
主
に
、 

た
ん
ぱ
く
質
・
脂
質
・
炭 

水
化
物
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ 

ネ
ラ
ル
の
五
種
類
で
す
。 

そ
の
中
で
身
体
を
正
常
に 

保
つ
た
め
に
必
要
な
ビ
タ 

ミ
ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
は
野
菜 

に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、 

体
の
中
で
は
作
る
こ
と
が 

で
き
な
い
栄
養
素
で
す
。 

●
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
す
る
と 

野
菜
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
人
は
、
風
邪
を

ひ
き
や
す
い
、
疲
れ
や
す
い
、
足
を
つ
り
や
す

い
、
便
秘
に
な
り
や
す
い
と
い
っ
た
症
状
が
み 

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
正
常
な
状
態
を
保
つ
こ
と

が
困
難
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

●
そ
の
他
の
野
菜
の
栄
養
素 

野
菜
に
は
ビ
タ
ミ 

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
以
外 

に
も
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー 

ル
や
カ
ル
テ
ノ
イ
ド 

と
い
っ
た
フ
ァ
イ
ト 

ケ
ミ
カ
ル
な
ど
の
抗 

酸
化
物
質
が
含
ま
れ 

て
お
り
ま
す
。
抗
酸 

化
物
質
は
、
細
胞
を 

傷
つ
け
る
物
質
や
老 

化
を
進
行
さ
せ
る
物
質
（
活
性
酸
素
）
を
相
殺

す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
物
繊
維
も

豊
富
な
た
め
、
腸
の
働
き
を
促
し
便
秘
改
善
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

●
野
菜
を
し
っ
か
り
摂
取
す
る
メ
リ
ッ
ト 

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
風
邪
予
防
・

疲
労
回
復
促
進
・
腸
内
環
境
改
善
・
弾
力
の
あ

る
肌
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

令和 3 年 4 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 

1 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

2 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山       藤木 

3 土 前田隆 松川/坂本   濱田 隈元       高橋 

4 日 休 診（日直 高橋） 穴田 

5 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

6 火 前田純 小松 佐尾山 辻 佐尾山 小松     小松 

7 水 馮 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

8 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

9 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 藤木 

10 土 前田隆 松川/坂本   濱田 隈元     鈴木一 桑原 

11 日 休 診（日直 桑原） 津野 

12 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

13 火 前田純 小松 佐尾山 辻 佐尾山 小松     小松 

14 水 馮 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

15 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

16 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 藤木 

17 土 前田純 松川/坂本   濱田 隈元       桑原 

18 日 休 診（日直 桑原） 津野 

19 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

20 火 前田純 小松 佐尾山 辻 佐尾山 小松     小松 

21 水 馮 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

22 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

23 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 藤木 

24 土 前田隆 松川/坂本   濱田 隈元       山中 

25 日 休 診（日直 山中） 三谷 

26 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

27 火 前田純 小松   辻   小松     小松 

28 水 馮 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

29 木 休 診（日直 藤井） 藤井 

30 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山       藤木 

 

四
月
に
入
り
、
コ
ロ
ナ
の
拡
大
は
世
界

的
に
深
刻
に
な
り
、
日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
病
院
へ
も
「
私
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
た
方
が
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
？
し
な
い
方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？
」
と
の
相
談
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
マ

ス
コ
ミ
の
副
作
用
の
報
道
に
よ
る
本
人
様

の
心
配
の
よ
う
で
す
。
唯
、
副
作
用
も
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
り
、
副
作
用
が
出
る

確
率
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る
と
云
う
こ

と
で
す
。
こ
の
人
に
副
作
用
が
出
る
か
出

な
い
か
は
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

と
い
う
の
が
本
音
で
す
。 

最
近
新
聞
で
『
米
Ｉ
Ｔ
出
社
再
開
へ
』
と

の
記
事
が
出
ま
し
た
。
米
Ｉ
Ｔ
の
大
手
が

相
次
い
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
年
以
上

停
止
し
て
い
た
オ
フ
ィ
ス
へ
の
出
社
を
再

開 

開
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

在
宅
で
の
遠
隔
勤
務
が
定
着
し
、
働
き
方

も
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
し
か
し
、
米
大
手
の
グ
ー
グ
ル
は
、

九
月
か
ら
原
則
出
社
勤
務
に
切
り
替
え

る
。
同
社
は
オ
フ
ィ
ス
で
重
要
な
技
術
革

新
が
生
ま
れ
た
と
し
て
、
従
業
員
の
在
宅

勤
務
を
制
限
す
る
。
更
に
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
推
奨
し
、
本
格
的
再
開
に
先
立

ち
、
出
社
を
希
望
す
る
従
業
員
は
四
月
中

に
出
社
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
ア
マ

ゾ
ン
は
三
月
末
に
従
業
員
に
「
オ
フ
ィ
ス
中

心
の
文
化
に
戻
る
」
と
基
本
方
針
を
示
し

ま
し
た
。 

 

米
国
は
今
後
数
ヶ
月
で
ワ
ク
チ
ン
が
普

及
す
る
と
し
て
、
初
秋
ま
で
に
出
社
勤
務

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
各
々

独
自
の
方
法
で
段
階
的
に
対
面
方
法
を

増
や
し
て
い
く
そ
う
で
す
。 

 

日
本
で
は
、
特
に
学
校
等
で
リ
モ
ー
ト
が

出
来
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
風
潮
に
な

る
の
は
ど
う
か
な
と
感
じ
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
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【作り方】 

①春キャベツは芯を除き一口大に切ります。 

②にんにくは薄切りにします。 

➂フライパンにキャベツ、にんにく、料理酒を入れ中火で熱しま

す。沸いたら弱火にし、蓋をして 15 分ほど蒸します。 

④あさりの殻が開いたら、オリーブオイル、塩をふってサッと混

ぜます。器に盛りつけ黒こしょうをふったら完成♪ 

※春キャベツがなくても通常のキャベツでＯＫです。 

【材料 ２人分】  

春キャベツ・・・400ｇ、あさり・・・20０g、

にんにく・・・1 片、料理酒・・・60ｍｌ、 

オリーブオイル・・・大さじ 1/２、 

塩・・・小さじ 1/4、黒こしょう・・・少々 

 
給食 

●●● ●●● 
 

あさりと春キャベツの酒蒸し 

豊富なビタミンＢ12 で貧血、慢性疲労予防に『あさり』 

 

【保存方法】 

あさりは保存期間が短いため、すぐに食べないと死んでしまう

と思いがちですが、殻のままの長期保存も可能です。あさりを塩

抜きし、殻をしっかり洗って容器にあさりを入れ、あさりの隙間

が埋まるくらい水を入れます。そのまま蓋をして冷凍します。調

理する場合は凍った水分をそのままスープや味噌汁などに活用

できます。約 3 ヶ月の保存が可能です。 

指
の
第
一
関
節
に
腫
れ
や
痛
み
、
主
に
屈
曲

変
形
（
手
の
ひ
ら
側
へ
の
曲
が
り
）
な
ど
が
生

じ
ま
す
。
ま
た
、
同
様
の
症
状
が
指
の
第
二
関

節
（
Ｐ
Ｉ
Ｐ
関
節
）
に
起
き
て
い
る
場
合
は
、

「
ブ
シ
ャ
ー
ル
結
節
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。 

手
指
の
第
一
関
節
の
腫
れ
と
痛
み
以
外
に

も
、
粘
液
嚢
腫
と
い
う
ゼ
リ
ー
状
の
髄
液
を
嚢

胞
し
た
水
ぶ
く
れ
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
第
一
関
節
の
痛
み
や
腫
れ
、
変

形
の
症
状
に
は
、
病
気
の
進
行
度
合
い
に
よ
り

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。 

症
状
が
進
行
す
る
と
、
徐
々
に
骨
が
変
形
し

て
い
く
こ
と
で
指
を
動
か
し
に
く
く
な
る
た

め
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。 

 

 

基
本
的
に
は
保
存
的
に
治
療
が
行
わ
れ
ま

す
。
保
存
療
法
は
、
局
所
の
安
静
や
外
用
薬
な

ど
の
投
薬
、
テ
ー
ピ
ン
グ 

な
ど
で
す
。
痛
み
が
強
い 

と
き
は
関
節
内
ス
テ
ロ
イ 

ド
注
射
を
行
う
場
合
も
あ 

り
ま
す
。 

保
存
療
法
で
効
果
が
見
ら
れ
な
い
、
第
一
関

節
に
生
じ
る
骨
の
変
形
や
痛
み
で
日
常
生
活

に
強
い
支
障
を
来
し
て
い
る
場
合
に
は
ご
く

ま
れ
に
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

手
術
法
に
は
、
で
っ
ぱ
っ
た
骨
（
結
節
部
、

骨
棘
）
や
嚢
胞
を
切
除
す
る
関
節
形
成
術
や
関

節
を
動
か
な
い
よ
う
に
固
め
る
固
定
手
術
が

あ
り
ま
す
。 

 

病
気
の
発
症
す
る
仕
組
み
が
わ
か
っ
て
い

な
い
た
め
、
確
実
な
予
防
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
へ
バ
ー
デ
ン
結
節
の
治
療
を
行
っ
て

い
る
間
や
手
術
を
行
っ
た
後
に
も
、
継
続
的
に

第
一
関
節
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。 

痛
み
や
し
び
れ
の
症
状
が
あ
る
第
一
関
節

を
頻
繁
に
使
用
し
な
い
こ
と
や
、
安
静
に
し
て

お
く
こ
と
で
痛
み
が
強
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
痛
み
の
あ
る
第
一
関

節
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
に
は
、
テ

ー
ピ
ン
グ
な
ど
を
使
用
し
て
指
を
固
定
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。  

 

へ
バ
ー
デ
ン
結
節
と
は 

治
療
と
予
防 

検
査
と
診
断 

症
状 

原
因 

 

へ
バ
ー
デ
ン
結
節
の
診
断
は
、
視
診
、
触
診

な
ど
の
診
察
と
Ⅹ
線
に
よ
る
画
像
診
断
が
行

わ
れ
ま
す
。 

 

Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
（
１
番
指
先
の
関
節
）
の
腫
れ

や
熱
感
、
変
形
、
動
き
の
悪
さ
、
痛
み
の
有
無

を
診
察
す
る
ほ
か
、
Ⅹ
線
で
は
、
関
節
の
間
隙

（
骨
と
骨
の
間
）
が
狭
く
な
っ
た
り
、
関
節
が

壊
れ
た
り
、
骨
の
と
げ
（
骨
棘
）
が
突
出
す
る

な
ど
の
、
変
形
性
関
節
症
の
所
見
が
あ
れ
ば
、

へ
バ
ー
デ
ン
結
節
と
診
断
さ
れ
ま
す
。 

関
節
リ
ウ
マ
チ
と
間
違
わ
れ
や
す
い
で
す

が
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
症
状
は
、
両
側
性
に
お

こ
る
関
節
痛
や
腫
れ
（
腫
脹
）、
炎
症
に
よ
る

体
の
だ
る
さ
、
朝
の
こ
わ
ば
り
な
ど
か
ら
起
こ

る
こ
と
が
多
く
、
手
指
の
場
合
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
に

起
こ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
Ⅹ
線
で
も
リ
ウ
マ
チ
の
場
合
は
骨
が

炎
症
に
よ
っ
て
溶
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
へ

バ
ー
デ
ン
結
節
で
は
、 

骨
が
負
担
な
ど
に
よ
り 

増
殖
し
て
い
る
（
骨
棘 

な
ど
）
像
が
診
ら
れ
る 

た
め
、
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

へ
バ
ー
デ
ン
結
節
は
、
あ
る
一
定
期
間
を
過

ぎ
れ
ば
痛
み
が
治
ま
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

多
少
変
形
は
残
り
ま
す
。 

へ
バ
ー
デ
ン
結
節
は
指
の
第
一
関
節
（
Ｄ
Ｉ

Ｐ
関
節
）
に
変
形
や
痛
み
が
生
じ
る
病
気
で
、

「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
変
形
性
関
節
症
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

人
さ
し
指
か
ら
小
指
に 

か
け
て
の
第
一
関
節
に
腫 

れ
や
変
形
が
起
こ
り
、
そ 

れ
に
伴
い
痛
み
を
感
じ
る 

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

発
症
す
る
と
指
の
第
一 

関
節
が
動
か
し
に
く
く
な 

っ
た
り
、
痛
み
に
よ
っ
て 

物
が
強
く
握
り
に
く
く
な 

っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
１
本
の
指

に
起
き
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
指
に
起
き
る

の
が
特
徴
で
す
。 

症
状
の
進
行
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、

比
較
的
に
ゆ
っ
く
り
進
行
し
て
い
く
傾
向
に

あ
る
た
め
、
早
期
の
段
階
で
痛
み
を
訴
え
て
治

療
を
始
め
る
人
は
極
め
て
少
な
い
の
が
現
状

で
す
。
ま
た
、
第
一
関
節
の
近
く
に
水
ぶ
く
れ

の
よ
う
な
も
の
（
粘
液
嚢
腫
）
が
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

治
療
は
保
存
療
法
が
中
心
で
す
が
、
強
い
痛

み
が
生
じ
て
い
る
場
合
、
指
の
変
形
が
大
き
い

場
合
な
ど
に
は
ま
れ
に
手
術
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

 

正
確
な
原
因
は
不
明
で
す
が
、
一
般
的
に 

歳
以
上
の
女
性
に
多
く
発
症
し
、
加
齢
や
指
先

の
過
度
の
使
用
な
ど
で
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
へ
バ
ー
デ
ン
結
節
は
中
高
齢
の
女
性

に
多
く
発
症
す
る
こ
と
か
ら
、
背
景
に
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
変
調
や
ス
ト
レ
ス
が
多
く
か
か
る

環
境
や
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
体
質
な
ど

も
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

遺
伝
性
が
あ
る
か
ど
う
か
も
解
明
さ
れ
て

は
い
ま
せ
ん
が
、
ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
と
診
断
さ

れ
て
い
る
血
縁
者
が
い
る
人
は
、
指
先
に
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

武田
た け だ

 早
はや

美
み

（病棟） 

はじめまして、令和 3年 3月より病棟勤務をさせて頂いております。 

待望の宝を授かり子育てと両立できる環境のもとで働ける魅力を感じました。 

久しぶりの仕事で不安でしたが、スタッフ皆様が優しく明るい雰囲気に気持ち

が救われています。 

「堂々と」した姿勢で立ち振る舞っていますが、早合点で気の抜けたところも

あります。一呼吸をおきながら丁寧に業務を遂行する意識を忘れない様にしてい

きます。 

皆様、ご指導よろしくお願いします。 

 

 

 

 ↑ 

へバーデン結節 

← 

ブシャール結節 

粘液嚢腫 

    ↓ 

 

 

   

  

 

女性ホルモン 

加齢 
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